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審査結果の所見 

 応募者の単原子スペクトロスコピーの開発研究は卓越しており、その

業績は国際的にも高い評価を受けている。本研究は、透過型電子顕微鏡

を用いたその成果に基づいて、その手法の更なる高度化を図るものであ

る。具体的には、収差の軽減と光検出器の改良を行い、単原子のスピン

状態、配位数の観測を目指している。これらの点に関して技術的にどの

レベルまで改善可能か必ずしも明確に示されていないが、企業の技術者

と協力してより高いレベルの高度化を実現して欲しい。目標とする性能

が達成されれば、物性のみならず生物の研究などへの波及効果が大いに

期待できることから、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判

断した。 

 

 

 




